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(1) a. "From a me出odologicalstandpoint， the肥cogr岨onof the mean血gof grammatical 


















きた。J (以上，スポルスキー 1981:2) 
h.“1 believe血atCogr創刊Linguisticsdoes 0旺era 'g∞d出eoryof language， and one 
whirn should ce此担吐ybet北enseriously by血elanguage teaclling profession." 
(Taylor2∞4: 116) 




















(Chomsky (1970: 3) as cited inスポルスキー (1981:4)) 
c. "Idon't出inkmodem linguistics can tel you very much of practical u国ity."
(αoms防1988:180) 
d. ". .linguistics has very li社le句 saydirectly to出equestions of language pedagogy. . " 
(Ferguson 1966: 136) 
e. r研究者が考える理論は実際には役に立たない。J (石黒ほか2∞3:176) 
f. r確証のない処方筆が次から次へと教師や応用言語学者に押し寄せてくる。」
(ロング1998:119) 
g. "…morebぉicrese紅白wasneeded befo陀 insigh包仕omtheoreticallin伊isti白 could












(出) r言語の言己主とし 1うのは，その言語をし 1かに学び，かっし 1かに教えるかに関す





1. (i) "...血e relationship betw目 n lin伊istics and language teaching is a 
controversial one." 
(垣) "…出eterms 'linguistics' and ' gr百四nar'probably have a very bad rep凶ation




































(3) IS+V心 l-f-U2Jと IS+V+02+P心 lJは「同じ意味J !? 
a. Marysent吐lebook to hlm， but he didn't re白 iveit. 
b.持 Marysenthirnthebook buthedi由't肥ceiveit. 
(4) I能動態Jと「受動態jは「同じ意味J !? 
a. B迎vainted吐led∞r.
b. 官官doorwas vain蛤dbvBil1. 
(Lee 2001: 74) 
(西村1996:79)
『言語科学論集』第 15号 (2009) 123 
(5) r A after BJと rBbeforeAJは「同じ意味J !? 
a. Wegotmar甘ed 旦fter we had children. 
b. We had children詮色;rgwegotm田ried. (Radden and Dirven 2007: 29) 
(6) r動名詞Jと「加ー不定詞の名詞的用法」は「同じ意味J !? 
a. 1 didn't like国@g血em.
b. Idi也l'tlike to tel出em.
(乃 「繰り上げ」前後の文は「同じ意味J!? 
a. S命mistou写htopleぉe，but Ken is easy to. 
b.? 1ib please Sarn is tmゆ，but Ken is easy to. 
(8) ωilとbegoing加は「同じ意味J !? 
a. Jt's unlikely that Smith辺Ibeat Jones. 
b.? Jt's u1由kely吐1atSr世出is写oin写tQbeat Jones. 
(9) 譲歩の接続詞 ωの使用制約!?悶
a. Young 呈~she is， she is trusted by everyone. 
b. 持 Woman呈~I 田n，1 can be of some help to you. 
(10) 関係代名詞使用の意味的制約!?
a. 1 know a girl ~ho nobody is b叫1詮rthar1.
b. # 1 know a girl ~ho Mary is brighter出ar1.
(11) r2つの世界Jにまたがる事象!?
a. You must write a leter， and ~end it right now. 
b.持 Youmust write a let蛇r，and，Y!ourp紅白色arewai出19forit. 16) 
(12) r命令文」は常に高圧的で失礼な表現!?
a. Peel these po担tぽ s.
b. Enjoy your holiday. 
(13) 関係代名詞 thatの継続用法!?
a. Ken didn't do the homework，型国生madehis mother an伊y.
(Skandera2∞'3: 348) 
(谷口 2004:84) 




b. 官官Austriangove百rmentallowed one of由ree仕ains，血il:hadbeens廿andedat血e
Croatian-Slovenian border for tow days， into出ecounむy.
(平田1996:112) 
(14) listenに続く前置詞は必ず加!?
a. 1 listened to出edoor.
b. 1 listened at the door. 
c. 1 listened for the door. (瀬戸2006:104) 
(15) 冠詞と名詞の関係
a. ??名詞に冠詞をつける

















圏各化1乃したものであり，このことから， Leech (1994: 21-22)は， 学校文法のことを，官ction"や
"rule of出国nb"などと参照している。但し，これは学校文法は「文法学者の文法よりも価値が低い
ということではなくJ(大津2007:53)，この教育目的の簡略化は心理学的側面からは正当性がある

























across acr口5S acro5s 
across 会后菩て ァ省民 プ斗事 i
along ニグ 室>p 2ぎ猛
through through through 























(g) 叩e依~ tal~く~tel， & s.勾
電mJI ?? ?


















、? ?? ? ? ? ? ? ? ?
? ?








『言語科学論集』第 15号 (2009) 127 
仁:t. (22) 11 grounding" 
domainol 
Instant.at.on 
(Langacker 1991: 92， Taylor 2∞2:349) 
(b) i tel+ 0 + to-不定詞J構文
-45遍
I told .. to do it. 
(c) iname+O+CJ構文
盤機

















極的には， w意味の感覚』とでもいったものJ(池上2006:5)や JJJ:6田 l'for由elanguage " (Hadley 2002: 





(26) a. あまりにも単純・素朴すぎて，情報価値がない (e.g.，(18c)のrun)。
b. i由象的/スキーマ的」というより，むしろ「具体的」な1つの意味を
表しているだけ (e.g.，(18a)のgive，(18 b)のmiss)。



















































(30) a. 被験者をA組 (39名)と B組 (47名)に分け(グループ聞に学力差がないことは
編君、済み)，それぞれに内容の説明はせず，助動詞に関する「事前テストJ(付録1)
を実施。





c. A組， B組とも， bの直後に事前テストと同内容の「直後テスト」を実施。
d. A組， B組とも， cの2週間後に事前テストと同内容の「遅延テスト」を実施。
表2.確認テスト (13点満点)の結果
て二 A組 B組(統制群) (実験群)
事前テスト 7.62 7.57 
直後テスト 9.69 9.79 
遅延テスト 9.28 8.72 
(藤井2010:4) (表は筆者によるもの)












I~ 質問項目 肯定的回答 否定的回答(%) (%) 
a. イメージしやすかったか 64 16 
b. 意味を理解しやすくなったか 59 4 
c. 記憶の保持に役立ちそうか 68 5 
d. 会話，作文に役立ちそうか 56 12 
(藤井2010:9) (表は筆者によるもの)
4ユ2.4.現場教員による 3つの実践例の考察・評価
ここまで，岸本 (2006，2007)，小野・高野 (2007)及d藤井 (2010) としづ現場教員による実践
例を見てきたが，本節ではこれらの考察・評価を行う。




b. 小野・高野 (2007)で使われたスキーマ(29)は， (少なくとも筆者の)直感に反する
(d. (25)の線的イメー ジ)。もし， I奥行きjのイメージを使うにしても， I工夫」を
するべき。学習者の「年齢J，Iレベルjなどを考慮するべき (d.(有))0 34) 
c. 藤井 (2010)で使用されたスキーマ(付録 2)，例えば，canの「潜在J，mayの
「聞かれたドアJ，ωilの「精神の活動J，shalの「進むべき道Jにおけるそれぞれの
スキーマは，特に学習者の混乱を招く可能性が高い。





































































(34) 3つのにable" a. "teachab出ザ， (指導可能性)
b. "leamab出ザ(学習可能性)
c. "usab出ty" (使用可能性)必)(以上，田中2006:174)
(35) 2つの“soun出 ess" : a. "pedagogical soundness" (教育的健全さ)














(18c)?? (23)??? ω)?? 付録2??












(36) 11…血ecapacity to c国司Tout practical activities without much conscious awareness of 















DVD (金谷・谷口 2∞4a，2004b)で確認すればすぐに分かることだが， rパンチゲームjや「詔|頂
『言語科学論集』第 15号 (2009) 135 










































< (言語)教育研究 >1応用言語学者1(program designer， materials writer) 
↓[耕オ]
く実践> | 現場教員 | 
↓[指導]
| 生徒 | 










Cf.図4.Johnson (1989: 3)による'世ierarchy" (図は筆者によるもの)
58) 




"hier訂 chy"と表現しているが(図 3)，このような状況が教育現場にとって“undesirablein a 








し1かなければならなし¥Sheen (2003: 232)はへ.• teachers need旬 playa more active role. …血ey
should be aw，訂eof出ebackground to con仕'Oversiesin applied lingt出tics..."59)と述べると同時に
“…applied linguis包 needto devote出位energies句出eobservation， description， and analysis of 
what occurs in real dassrooms..."とも述べ，この両者の協力態勢が不可欠とし、うことを強調してし、






コー ノミス (BritishNational Corpus， BNC)を応用した教材であるが，実際に使用された膨大な言
語データからなるコーパスを用いた研究・教育手法は，用法基盤モデル (e.g.，Langacker 1卯9:α1.4)
を仮定・推進する認知言語学と親和性をもっ。コーパスの教育への利用法はさまざまであるが， ω
本耕オは lokfonvard to (付録3) とsay. tel. speak・talk(付録4'"'-'7)の用法の指導に用し 1たもの
であり，いずれも"Da恒ー DrivenLe国司ng"(DDL，データ駆動式学習)(Hadley 2002)の)と呼ばれ
る手法が基盤となっている。“)以下，これらの耕オを用いた学習の流れを示す。







































↓ [言語構造のスキー マ(規則)の抽出]ニ気づき 1(" noticingつ倒，苅)
(イ)I言語構造のスキーマ慌則 I
↓ [共通点・相違点の抽出] =気づき1(" Networking 11 (田中ほか2脱:v) 
(ウ)I事態構造のスキーマ|

















付けられる (cf."explicit form-fo印 sedins加 ctionつ。付録6単体としては，意味を中心とした言語
活動において適宣言語形式へ注目させるとし 1う句Oason form" (言語形式の焦点化)功の指導理念
































(46) コー ノ号スデー タを利用した本耕オは， "inherent difficulty"の問題(=難単語や非文法的















































































































































































































"..a process由atenables us to cono四国teon what is currently important and to 
ignore what is currently irrelevant." (p.4) ;“…any means taken to make anything 






り，そのように提案する学者も多い(例えば， Ach紅d(2∞8: 450)， Chalker (1994:位)， 
Taylor (2∞4: 129)を参照。 (0.上野 2007:391， Ungerer 2001: 216))。つまり，学校文
法や教育文法は，究極的には学習の対象物ではなく，それらはあくまでも「生の/本物
の文法jを習得するための一手段であるべきということである(白畑ほか2009:225)。
20)ちなみに， L目白 (1994:1乃は，教育現場における文法を， "teachers' grammar"と
"1e田ners'gr田nmar"の2つに分類し， (当然のことではあるが)教師は， r学習者が目指す文法」
以上の内容から成る文法知識を有しておくべきだと述べている。
21)“[Image schemas are]. .schematized pa社ernsof activity abs廿acted仕omeveryday bodily 
experience， especially pert泊目ngto山 io凡spao巳motion，and force." (Langacker 2008: 32) 
(Cf. Croft and Cruse 2004: 44-46，松本2003:49-65，辻2∞12:13-14) 
22)認知言語学で「イメージ・スキーマとし 1う概念が最初に使われたのは，英語の前置詞の意味記
述J(松本2∞13:50)であるとされる。






(Cf. Iイメージすることの重要性J，I視覚的な面で、直感に訴えるJ(スピー ロ2∞7:107，335) ) 
25) このことは次のような概念と密接に関連している:
(i) "p巧寸1Ological陀 ality" (心理的実在性)
(垣) "psychological plausib出ty" (心理的尤もらしさ)
(出) "cultural thought pa仕ems"
(以上，田中ほか2006:13) 





















33) Cf. I外国語の基礎部分は，実際の事物や場面 たとえば教室内のそれとか，絵によるとかーと
関連づけて提示されるべき J (ブルームフィールド19白:674) 
34)α. (i) I教材は学習者の能力の限度内に十分あるものたるべきで、あって，パズ、ルを解くこと
は，言語の学習ではない。J (ブルームフィールド1965:674)














































町仰お tose youという類の ηare-アマルガム構文が扱われており，当構文は，科学的・
学術的には「関係代名詞の省略と見るべきではなしリと分析されている。しかしながら，
小寺 (2∞4:20)は，教育的には「関係代名詞の省略」とする方が「合理的と言えるのかもしれ

























58) Cf. [現状分析(se)J→[設計(plan)J→[開発と試用(do)J→[実施と評価(田e)J 
(国際交流基金2008:16-17)。
59) Cf. r理論を教育に応用しようとする意気込みを持った人材が必要J (白畑2008:65)
60) San Miguel & Nelson (2∞7: 73)でも， "research professionals"の重要性は述べられているが，
その逆の"practicingrese紅白ers"のことについては何も触れられていない。また， Taylor (2∞4: 
115)は，言語教育に対する認知言語学の応用可能性を強く主張しながらも， 自らの立場を




















中候ほか(2:∞5，2008)やグレンジャー (2008:第 3部)， Hadley (2002)，驚藤ほか (1998:
12章)， aKee旺eet al.ρ00η等を参照。
65) DDL はJohnsand同ng(1991: ii)では次のように定義されている."出eusein血eclassr∞mof 
∞mputer-gene肥atedconcordances句 getstudents to explore regularities of pa抗emingin血e
t訂getlanguage， and the development of activities and exercises based on concordance output." 








68) say， tel， speak，加lkの事樹高差のスキーマの作成に際しては，安藤・田中 (1987:12，289-290) ， 













72) "form-批 usedins加 ction"(言語形式重視の指導)については， Dou俳句Tand Williarns (1998)， 
Elis (1労0，199ス2∞8)，大下 (1996)，白畑ほか (2∞9)を参照。
73)句0四 son form" (言語形式の焦点化)については， Dough句Tand Williarns (1998)，石黒ほか
。∞3)，Long (1991)， Long and Robinson (1998)，村野井 (2006)，白畑ほか包∞9)を参照。
74) Fotos and Elis (1999: 192)は，文法の耕受で必要なことは， I練習Jではなく， r意識化Jである
ると述べてしも。また，Schrnidt (1991: 145)は「気づきJの要素を含むマorm四批凶edinstruction" 
は，特に成人の学習者にとって重要で、あると主張している。
75) "…gr田runarins仕uctionsho叫血'tbe limited to either approach [inductive or deductive]." 
σ北euchi2∞8:2)
76)孝財布こ関する"authentidty"については， 白畑ほか (2∞9:28)を参照。
77) I官官useof au吐lentictext makes it like砂出atnot only structure and neces臼rychoice but also 
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付録1(藤井 (2010)で使用された教材①)
裏書重喜鍔ぬ護憲懇鶏欝
ザ:手守 { ) 番手移 { )主義守 { 
ヰ'ぷ，......支見こ王子うのをこ主主も i議長uな治験;鰐を i、のÝ.1J 子考会。ら i繋t}ちカッコ i相ζ 話t:ê:入れなさいa 務むものを.>.f~1fL2J縫ってそ;携わな
』、h
(l) fJtj n I主総でしょう鈎
h ( j tilIh tol1l(m!'ow. 
(2)それはみ誌i~こ遠いなl




“主(101'ぞ 1話Chiゃ主訂ア "8h器{ )b母int.h"， b培或room"
{討すぐに先?とに綴ちにいくべきだよ器
You{ )草otQ nJ)ologi辛:t;t守 r1控除詰cherri草htnむW
民政室長u立》学校iこ喝、oLまずで'y.
}Ip ( be at草d1001.
{労災守会迄'するたどベ二受業i二;ヅをし <i~~Jit{まならないですQ
Ynu ( )乳tv:・ndth吃cl託尋於.sto草l'aduate会'011tヌ()lてうまeoftechnol泊客5七
(8) この鈴議終か 1:)~1;:ti奈ち亡も iころ
'iou ( ) bon恥ずbOok蕗fromiihrary 
4長;会、どうしちゃったん/ゴλ うむどうして民総 Jン






主ヤ ( ) (1] dle. 
(13)殺が殺とんな遥くに養添いているはアがないc
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付録3(look forward toの用法)






(2) 11∞k forward to Tom comes to the p訂句T.
(3) M町 is1∞lkingfo抑制tohe calling her. 
(4) 百eylooked forward to 1 visited血em.
[look forward toの実際の使用例}
outlined in血epapers and we look forward初 workingin even clo町
exactly what you wan陸d.[p] 1 look forward to heari略的myou.[p]Yiαm
and another in Sep蜘 ber，so 1 look forward to that. Isobel and the children 
Hopes were high as people looked forward to a new life仕eeofshel加
出roughsince 19位 andas he looked forward加 defendinghis US PGA 
TheE紅白Ratcan look forward to some very happy times wi血his
half of the year. He can also look forward t，οlea品19aconte吋 andsettled 
[p] But 1 am lookingforward to seeing what players such as 
wish Bil a sp田 dyre∞Iveryand look forward加 wel∞minghim back when he is 
pulling for me and I've been looking forward to Silverst，∞emore出anever.
ou凶七回d:Tm really looking forward to wearing it -it's bound to be a 
ぽ yourpla田.伊]1 was looking forward to each challenge and when you are 
game [p] Faldo added: Tm lookingforward初Americabecause next問 rおmy
plans伽 it.伊]Now 1 can look forward初出efutu肥 knowing脳血e
缶四ag町 Ke町rConむonお look初~forward初出s∞veringthe excitement and 
could出 eatwith braces. We looked forward to the day the braces would come 
仕的'Omou叫rlas坑ts史es悶S泊ioα∞n孔1.Ilook舵edj戸orwα rdt，初οlea釦I立出T
T羽hl凶油伽a出s蹴e白e.[p] Barber: I'm looking forward to your flying down and being in 
yourpoωvoice heals. We'lllook forward to hearing it again in about a 
wein出eOpenSpa田 Dis出ctlook forward to her assuming a position of 
問 onlya phone cal away. I'lllook forward to hearing from you s∞n!伊]Most 
附 m.[F位]Ye油 yeah.And er 1 look forward加 goingback and see句 somesun




001) They say， "How can社beright now?" (right now. . .今すぐに)
一 002)Stephen Ross says: "We配enopla田...
(1) ~~馴)"...H匝町聞削eぜ凶'll百lge炉to司V叫J
'-!ノ 00悦附4の)M陥r.S伽加m芭別S悶a司副id仕.1"百e悦r肥eisa臼 l加町g伊ed白emandι.一….一"(demand…需要)
∞15) He says， "1was listening句yourprogr訂nonαms出las."(progr田n…番組)
006) And 1 said， "No，血at'snot加 eat al." (加e…本当の)
∞ηq明mtwe're looking for?"回ysSari匂Soni.② 附 I附缶削帥伽lt川山w
lL 竺)0馴ω09)"1τIs即a仰W 加 d似d恥均gg炉訂由帥おmornin均g，s釧司副do悦ne配巳.一….一.(均民均gg炉訂.一….一.ι乞食釦) 
、-' 010)"官官presidentcannot afford it，" he said. (president…社長， afford・~の余裕がある)
011)“…You see how it1∞ksIike回nsetnow?" he was sa向g.(s国百et..日没)
012)My 白血ersays出atwe must go ag司n.
013) The leader says that we should not do it.③ 山rresponde吋says出sis血e伽 t伽 e 吋∞de吋通儲謂)
l..1) 015) He says that they were totally tired. . (totaly. .完全に)
、_， 016) He says that he now has a more uncomfortable fl配 lingabout.一 (un∞mfo巾tble..不快な)
01η1 remember saying that it was impo此ant出ings…
018) Bolcom says we're at a disadvantage. (at a disadvantage...不利な状態で)
④ 山sonsai…附…
⑤ 020) She was sa戸gtohimthat山叫
021) And 1 just kept sa戸ngto them that 1 don't believe it. 
『言語科学論集』第 15号 (2009) 153 
022) 1 won't tel anyone that she works with that fact. (fact・..事実))
023) Howco叫dshe tel him that she was haunted? (haunted...何かに取り付かれたような)⑥仰向…llhimI山 swrong. (wrong 間違って)
025) It tels us Ms. Jones is fascinated with the idea. (be fascin醍dwith~…~に興味を持っている)
026)百世sstudy tels us that healing works. (healing…治療， work..・うまくし、く・効く)
02η1 told出ernwe wanted to change the way. 
028)I'rnte出ngyou a story 
⑦白川副srne向仙g
l I J 030) He was telling rne仕lat.
、_， 031) Tell him that. 
032) Did he tel you that? 
033) The book tels you about the illness. (出ness.一病気)⑧)削ttels you abo山 servias.(吋ぽサービス)
¥巴ノ 035)They told rne about angels. (angels.一天使)
036)1但kewas telling rne about血at.
⑨ 037) She tels everyb叫叩吋山)
¥叫ノ 038)What can we tel thern? 
0白3均9吟)Rae吋de町rwo叫u凶ldt凶el血白e加由th.(凶血th.真実菊) d⑤04叩 srnan附1
¥J もvν 0阻4但1)1刊hep戸ictu凹1脱r児et，山栓elsa削no旧t血he町r吋巾t恒帥al，枇e.(tale.. 話)




043) She began to speak. . . 
044) I can stil speak Arabic. 
045) Don't rnove and don't speak. 
倒的…hed促 sn'tspeak any English. . . 
_ 04ηMygrandfa出ercould speak Russian and French. .・
(1)側)血eydid附料、E3〆049)I waited for hirn to spe法.
050) When I explained， Graa did not speak. 
051) At last， he was able to speak... 
052) I can't speak ve巧Twell.
053) If you want it， speak. 
054) As he spe北s，thepict町ebecomes more cornplex. 
055) I speak about fa叫包...d⑪b 脱附…)川川M附叫dω向a“叫S叩…P卯O
{け11)0白5η7)Is叩po改keaめbou凶t血eimp戸O抗m臼.一….一. 
可-♂.， 0白58め)Hes叩pokeabou叫1辻thisdoubt包s.….一. 
059) Peter never spoke about the problern. 
@~附entl予同0除 of凶山山me
( 1:'1) 061) He spoke ofhis leadership... 
可..7 062)恥1".Li spoke of the need for a balanced reduction of出立15.
f 同型、 063)官官Yspeak only Spar也h.
(14) ~~?子町ザokeFrench
、ー.， U65) He spoke a lot ot nonsense. 
066)官官li仕legirls did not speak to hirn. 
06ηYou want to speak to me? 
⑮鰯)山内町村町内川町do伽
069) He would speak to thern. . . 
070) .. she spe法sto hirn... 
071) I spoke to Peter Ge出In，and I asked hirn... 
072)官官yspoke to you. 
⑩……仰S附曲除問
⑪山esp…eめout伽 t
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075)官官yw迎凶ktous.
076) They sho叫dcontinue to ta1k to Gerry Adams. . . 
0ガ)…shet品kedto the baby. 
078) .. we will ta1k to two or血児epeople...
079) She would wait and ta1k to him白rst.
080) While you ta1k to the pωplein仕ont，I'Urun訂 oundbehind. . . 
(fa)町田t…t品川
¥ 1 0)082) Nice to ta1k to you. 
- 083)Hyou社liketo ta1k to us， we'd love to ta1k to you. 
084) Ita1kedtoFuch訂 dSrni血.
085) He ta1ked to血ebird，田制ysoasnotto創ghtenit.
086) He ta1ked to them in a low voice. 
08η...he's旬1kingto you. 
088) 1 was ta1king to a旬xi世iver..
089) Hewas担1kingto Steve Bates. 
d弓、)Allan ta1ked with him. 
(19)。記I蜘 dwi出W出ams
、- a2) Six months ago， we ta1ked wi血B吋anaBe凶c.
093) 1 could ta1k about the need for the workers. . . 
ω'4) . .but he doesn't want to ta1k about it. 
a5) Let's旬lkabout the American League series白rst・.
a6) She would ta1k about the fad that she's ter姐edevery time. . . 
09ηLet's ta1k about it， shall we? ⑩腕)••• p…伽uth訂 d仙 andmemory and 
( 111) 099) 1 ta1k about members of血eirfarr世y…
ミ.7 100)…he didn't ta1k about the War. 
101)A丘町出egame， they went home and ta1ked about it. 
102) .. she ta1ked about vacations. 
103) 1 didrずt匂lkedabout出is..
104) We ta1ked about the experience. 
105)…and you were ta1king about your mother. . . 
1叩0“的6め)1百he匂y'陀凶恰凶1唱gt，句opeople about d白iおS虻sco∞unt包s.一….一  @…pr，配…e











② (007)-(011) "具体的内容，"[主語]say /say [主語]
③ (012)ー(018) [主語]say that [具体的内容]. 
④ (019) [主語]say to [相手]，"具体的内容・"












易、， I、， I 、，'，、、
E 
S ，、，、，、，、
⑪ (043)・(054): [主語]speak. 
⑫ (055)・(059): [主語]speak about [簡単な内容/表現]
⑬ (060)ー(062): [主語]speak of [簡単な内容/表現]. 
⑭ (063)-(065) : [主語]speak [言語]
⑮ (066)・(072): [主語]speak to [相手]
⑮ (073) [主語]speak with [相手]
⑪ (074) [主語]speak to [相手]about [簡単な内容/表現]. 
『言語科学論集』第15号 (2009) 157 
@ (022)ー(027) [主語]tel [相手]that [具体的内容]
⑦ (028)・(032): [主語]tel [相手] [簡単な内容/.現]
③ (033)ー(036): [主語]tel [相手]about [簡単な内容/寝現]
@ (037)ー(038) [主語]tel [相手]
⑩ (039)-(042) [主語]tel [簡単な内容/寝現]
talk ，，，， 
O#?大!ム
C 事前意。 : ，' 可. . 
ト¥
⑮ (075)ー(089): [主語]talk to [相手]
⑮ (090)ー(092): [主語]talk with [棺手]
⑮ (093)-(105) : [主語]talk about [簡単な内容/表現]
@ (106-107) [主語]talk to/with [相手]about [簡単な内容/表現]
@ (108) [主語]talk. 
158 
付録7(say， tel， speak， 初此の使い分けに関する練習問題)
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